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令和７年度農作物病害虫発生予察情報について

令和７年度農作物病害虫発生予察特殊報第１号を発表したので送付します｡

令和７年度農作物病害虫発生予察特殊報第１号

令和７年１１月２１日

徳 島 県

１ 病害虫名： ミナミトゲヘリカメムシ（ヘリカメムシ科）

Paradasynus spinosus Hsiao

２ 発生作物：温州ミカン（露地栽培）

３ 発生地域：小松島市

４ 発生概況

令和７年９月、小松島市の露地ミカン園において、これまで県内では確認されていないカ

メムシが多数寄生しているのが確認された（図１、２）。同虫が加害した果実は着色の異常

が認められ、ひどい場合は落果しているのが確認された(図３、４)。

農林水産省神戸植物防疫所に同定を依頼した結果、ミナミトゲヘリカメムシと判明した。

５ 形態及び生態

(1) 体長14.2～20.8mm の細長い大型のカメムシでオオクモヘリカメムシに似ているが、前胸
部の側角が、前方に向いた鋭い棘状であることが本種の特徴である。体の背面は褐色で、腹

部は淡黄緑色である。

(2) 詳しい生態は不明だが、本虫は南方系のカメムシで沖縄県ではシークヮーサーの主要害虫

で発生は年間２回である。

(3) 1973年以降、鹿児島県、佐賀県、福岡県、長崎県、三重県、愛媛県、和歌山県でカンキツ

等の果実への加害が報告されており、近年分布が北上している傾向にある。

(4) 栽培作物以外での寄主植物はクスノキ科で数種が確認されている。

(5) 温州ミカンでは、他の果樹カメムシ類と同様、被害果実には吸汁した痕、吸汁されたこと

によるスポンジ状の果肉部、異常着色及び落果が発生する。

６ 防除対策

本種の発生が確認された場合、カメムシ類に適用にある薬剤を用いて防除を行う。



図１ ミナミトゲヘリカメムシ 図２ ミカンを吸汁するミナミトゲヘリカメムシ

図３ ミナミトゲヘリカメムシの加害による落果 図４ ミカンの異常着色


